
　対外的な普及活動にも力を入れる加山興業は長期にわたる活動により、環境に対する意識の変革
を促しています。意識の変化が連鎖することで、地球の環境を守ることができます。環境保全が特別
なことではなく、当たり前のこととして捉えられるようになること、そして社会に生きる一人一人が自己
の行動に責任を持つことを望みます。そのために、教科書では学べないことに対して実際に触れて
学ぶ機会を提供する環境教育にも力を入れていきたいです。

加山興業株式会社

企業担当者の想い

創業当初から継続する「サスティナブル環境経営モデル」

豊川市南千両2-67 ［https://www.kayama-k.co.jp］

　加山興業株式会社の取組は、高度経済成長期の中で新しいものが次々と作られ、ごみの不法投棄が問題となっていた60年前

から始まった。当時、工場の近くの通学路で小学生がハンカチで口をおさえながら通学するなど、廃棄物処理企業に対しての

偏見があったが、それを見た経営者が、「産業廃棄物を適切に処理することが、よりよい未来を作る」と考えたことから取組を

開始した。時代とともに変わっていく社会の要望と法律(環境基本法)に対応して、適切に取組を変化させてきた。

　加山興業は、循環型社会・脱炭素社会・地球共生・環境共生の一体的な実現を目標に様々な新しい事業に挑戦している。

例えば、循環型社会を実現するために、廃棄物を原料とするRPF燃料(石炭に比べCO₂排出量が少ない)の製造・供給をすることで、
受け入れた廃棄物のリサイクル率を80%に維持している。脱炭素社会実現のために、三重県松阪市や長崎県平戸市で自然エネルギー

設備の導入を行うとともに、自社の経済活動における再生可能エネルギー使用比率を、現在の80％から2025年には100％にまで上げる

ことを目標にしている。また、地球共生に向けては、SDGsの普及活動に力を入れており、小学校での出前環境授業や、一般、企業

向けにもSDGsセミナーを開いている。環境共生に向けては、自社周辺の環境が保全されていることの証明として、廃棄物処理場

の裏で養蜂事業を実施するとともに、地域の方に蜂蜜の採集体験をしてもらうことで、生物多様性を学ぶ機会に繋げている。

　今後は、廃棄物の焼却時に生じるCO₂の利活用を課題として検討していくとともに、バッテリーや太陽光パネルなど、処分が
難しい素材もリサイクル処理できるように研究開発を進めていく。普及活動においては、養蜂事業で採取した蜂蜜を利用し食品に

加工するなど、より社会との繋がりを強くするための取組を考案していきたい。

社会のニーズに合わせた多角的事業経営により、
統合的な社会課題解決を目指す
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　エコミーティングを始めて12年、同業他社から活動について教えてほしいという問い合わせを
受けるようになりました。社内にとどまらず、他社の活動をサポートする流れになってきています。
エコミーティングのように環境に配慮した活動を行うことが業界のスタンダードになれば、SDGsの
達成に貢献できるとともに、業界に対する環境破壊などのマイナスイメージの払拭につながると思い
ます。そのため、これからもエコミーティングを建設業界に広げていきたいと考えています。

企業担当者の想い

　株式会社加藤建設では、2009年から自然環境配慮・地域住民配慮・コミュニティーづくりを目標に掲げた「エコミーティング」

を実施している。このエコミーティングは、SDGsに向けて立案されたのではなく、幼少期に遊んだ日本の美しい自然の原風景

を守りたいという会長の想いと、建設業のイメージ改革として活発に地域交流を進めていこうという強い志から始まった取組

である。

　エコミーティングは、建設現場における生態調査や保護活動、環境掲示板設置などの他、地域へ工事状況などを知らせる

瓦版の配布や、地域のお祭への参加・体験学習イベントの開催など、地域の方々に工事現場を通じて、自然の豊かさや人々の

豊かな暮らしに必要なインフラ整備を理解してもらうことを目的としている。

　しかし発案当初は、建設業と自然は相容れないものというイメージから、社内で理解を得ることは容易ではなかった。その

状況下で活路を開いたのは、愛知環境賞の銀賞受賞をはじめとした第三者による評価や、社内全体の自然環境に関する知識の

獲得を目的としたビオトープ管理士の資格取得の推進、社員同士の相互理解を目指したコミュニケーションだった。

　現在では、生物多様性アクション大賞で環境大臣賞を受賞するなど実績が評価されるとともに、全社的な環境配慮意識が

向上したことで社員の半数以上がビオトープ管理士の資格を取得できたこともあり、エコミーティングに関し発注者ならびに

同業他社からの問い合わせを受けるまでになった。「豊かな自然を守り、後世に伝えていく」という志が大きな力となり、建設業

だからこそできる自然保護が全国の建設会社で推進される未来を描いている。

エコミーティングを通して次世代へとつなぐ、
環境に配慮した建設を広めていく加藤建設

株式会社加藤建設 海部郡蟹江町蟹江新田下市場19-1 ［https://www.kato-kensetu.co.jp］

建設業界を変えるエコミーティング
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